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7. 宇都宮大学男女共同参画室主催・FSP 共催シンポジウム
「防災・震災復興と『男女共同参画』―震災から得た教訓は何か―」報告
①企画の趣旨
3.11 東日本大震災発生から 4 年目を迎えるな
か、被災者に向けた支援活動や政策について、
男女共同参画やジェンダーの観点を取り入れる
必要性が指摘されている。栃木県は、東日本大
震災の被災地であると同時に、隣県の福島県
を含めて被災地からの避難者を受け入れてお
り、自治体、市民団体、FSP をはじめとする研
究・教育機関が、被災者への支援活動や調査を
進めてきた。これらの活動や調査のなかで浮か
び上がってきたのは、被災者のなかでも女性や
性的少数者の声が支援者や行政に届きにくい問
題や、性差に基づく社会的な役割分担が復興を
進めるうえでの障害となっていることなど、
男女共同参画やジェンダーに関わる問題であっ
た。
本シンポジウムでは、2013 年に栃木県によっ
て作成された『男女共同参画の視点で取り組む
防災ハンドブック』を取り上げつつ、多様な支
援ニーズを見据えた防災と復興計画の必要性を
考える機会を提供することを目的として開催さ
れた。同時に、放射能汚染問題を抱える栃木県
北地域の保護者や、栃木県内避難者のなかで、
当事者団体を組織して活動する女性たちにも光
を宛て、これらの当事者からの現状報告と問題
提起を受ける機会を設定し、原発事故による被
災が現在も深刻な問題をもたらしていること
を、社会に発信する機会とした。尚、本事業は
国立大学協会による平成 26 年度「防災・日本
再生シンポジウム」事情として採択、実施され
たものである。
②企画の概要
開催日時：2014 年 11 月 16 日（土）
　13 時～ 16 時（12 時半開場）
会場：宇都宮大学峰キャンパス大学会館
　2 階　多目的ホール
主催：宇都宮大学男女共同参画推進室
共催：一般社団法人国立大学協会 / 栃木県
　人権・青少年男女参画課 / 宇都宮大学
　女性研究者キャリア支援室
　国際学部附属多文化公共圏センター福島
　乳幼児・妊産婦支援プロジェクト（FSP）
後援：公益財団法人とちぎ男女共同参画財
　団 / 社会福祉法人栃木県社会福祉協議会　
　NPO 法人とちぎボランティアネットワ
　ーク / とちぎ協働デザインリーグ
＜プログラム＞
　13:00　　 開会の挨拶
　13:10 ～　プログラム①　
　　　　　　登壇者による講演
「今後の防災と復興の在り方をめぐって
　―多様な当事者の立場から―」
　14:30 ～ 14:40　休憩
　14:40 ～　プログラム②　
　　　　　 ラウンドテーブル　
「多様な声を反映した防災と復興を考える」
　15:50 ～ 16:00　閉会の挨拶・終了
＜登壇者＞
芳村佳子（公益財団法人とちぎ男女共同参画財団）
1999年よりパルティとちぎ男女共同参画セ
ンター事業の企画運営に従事。2013年発行
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Ⅱ　福島乳幼児・妊産婦支援プロジェクト（FSP）
「男女共同参画の視点で取り組む防災ハンド
ブック」の作成と普及啓発に取り組む。
真木柾鷹（性と人権ネットワークESTO代表）
秋田県で1998年に性的マイノリティの支援と
人権啓発のための活動を始める。戸籍上は女
性のまま男性として生活している。秋田県男
女共同参画推進員。
手塚真子（ 那須塩原・放射能から子どもを守る
会代表）
栃木県那須塩原市在住。栃木県北部の放射能
汚染問題への対応を進めるため、「那須塩
原・放射能から子どもを守る会」を2011年6
月に立ち上げ、現在に至るまで代表として活
動中。　
大山香（栃木避難者母の会代表）
福島県富岡町出身、栃木県宇都宮市在住。福
島市からの自主避難者として、「とちぎ暮ら
し応援会」の訪問支援員を務めた後、2013年
4月より「栃木避難者母の会」代表として活
動中。
＜コメンテーター＞
長谷川万由美（ 教育学部教授・男女共同参画推
進室員）
専門は社会福祉学。宇都宮大学学生ボラン
ティア支援室担当教員として、学生とともに
被災地の支援活動を続けている。また、震災
時の福祉施設や当事者の対応について調査を
行っている。
艮香織（教育学部准教授・男女共同参画推進室員）
学校教育で多様な生と性の学びが位置づいて
いるか/いないかを明らかにすることを研究
テーマとしている。震災時の保育所等の対
応について調査するプロジェクトにも参加し
た。
清水奈名子（ 国際学部准教授・男女共同参画推
進室員）
専門は国際関係論・国際機構論。福島乳幼
児・妊産婦支援プロジェクトメンバーとし
て、避難者問題や栃木県北の被災問題の調
査・研究を行う。
③シンポジウム結果報告
2015 年 2 月に、本シンポジウムの内容を書
き起した報告書を刊行予定である。本報告書巻
末にある本シンポジウムの報道記事も参照され
たい。
